
保健室登校の児童生徒にかかわる時の参考資料

養護教諭としての役割や、保健室の機能を通してどのように保健室登校の児童生徒にかかわったらよいかを参考資料としてあげる。
保健室登校の子どもを見つめて
集団への不適応の背景要因には、乳幼児期の基本的信頼感や愛着の形成など、主たる養育者である母親と本人との関係が十分に形成されていないことがあげられる。母子分離不安は、その代表例ととらえることができる。本来であれば、家庭内で充足させることが望ましい母子関係であるが、そこに困難がある場合は、教室との緩衝地帯である保健室で、養護教諭が支援しながら母子ともにかかわり方を学ぶことが大切となる。

事例〈母子分離不安※なAさん〉
　５年生の６月より、不登校傾向が強くなる。２月のある朝、泣きながら保健室へ来室。カバンを背負ったまま幼児のように母親の後追いをする。母親と離れられなくて、いつもくっついているか、所在を確かめる。母親の手や衣服の一部を常に持っていて離さない。母子分離ができないのでしかたなく母親が付き添って登校するが、母親も仕事があるためおいて行く。そのうち態度が急に幼くなり、赤ん坊のような態度、言葉遣いになっていった。３月に体調不良（目がかすむ、フラフラする、微熱がでる）で数回保健室へ来室するが、その後しばらくは、家で過ごす日が続いた。
６年生になり、母親から保健室なら来られそうであると言われ、母親に付き
添われて保健室登校が始まる。保健室では、出入り口に背を向けて決まった椅子に座り、持参した問題集を解いたり、好きな絵を描いたりして落ち着いて過ごしていた。徐々に、クラスの女子５～６人と給食を保健室で一緒に食べたり、一緒に帰ったりできるようになっていった。その後、一度教室に自分で行こうと決めて階段を上がって行ったが、途中、緊張で真っ青になって立ちすくみ、泣き出してしまった。それからは、無理をさせないように見守りながら、学校の大きな行事をそれぞれ目標において参加していった。Aさんは、自分の生活リズムと居場所を少しずつ取り戻し、気持ちの切り替えもできるようになって卒業していった。
１　背景要因の分析

　母子分離不安は、乳幼児期の発達課題である基本的信頼感が形成されにくかったことが要因として考えられる。Ａさんにおいても、幼い頃、母親が入院をして突然いなくなってしまったなど、頼りにしていた人の突然の喪失体験から生じ、母親と離れることへの強い恐怖心があるようである。この基本的信頼感が形成されにくかったことが母子分離不安の要因として考えられ、最終の目標は母親との安定した関係をつくることであることを、母親とともに見極めていくことが大切である。その上で、保健室においての養護教諭の役割や保健室の機能を通してかかわっていくことが必要となる。
２　かかわりにおける養護教諭の役割　－保健室の機能を通して－
保健室の存在自体が、子どもにとっての「居場所」になっている。現在、“居場所を探している”子どもがとても多いようである。家にいても、親から学校に行くように言われ不安になる。特に思春期の時期は、自分の悪い部分が現実のものとして見えてきて、自己評価が低くなりうつ状態になる。「居場所」を保証することが必要になる。　　　　　　　

保健室は、教室からも家からも離れた場所で、子どもが安心できる場（＝家のような存在）になっている。離れた場所（保健室）から、冷静に所属していた所（教室、家）をみることもできる。保健室の役割（図１）としては、安心できる場であるとともに、家から出て、教室に向かう通過点である。安心できるからこそ、心理的に危険であると感じた時は、自らの意志で主体的に家に帰ることもできる。子どもが、自ら選び、決定して保健室で生活するという過程が大切であると思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

親子の間で、安定した愛着が形成されると、親は子どもの「安全基地」として機能する。エネルギーを補給したり、休息をとるような行動を見せる。今までは、家（母親が居る）が「安全基地」であったが、それと同じように、保健室も子どもにとっての「安全基地」として機能していると思う。来室した子どもを受容的に受け止め、子どもの存在自体を受け入れる母親的役割がここにある。いつも同じ形で待っていてくれて、不安になった時には、いつでも帰ってこられる場（自分を守ってくれる安心できる基地）である。養護教諭は、母親へ移行するまで母親代わりをする役割があると思う。批判的、評価的な言動ではなく、安定した接し方を心がけることが大切である。

　このような関係づくりを進めながら、子どもにとって必要なこと、求めていることを見極めていく。このような段階を経てくると、子どもと養護教諭との関係づくりができるようになる。スキンシップを図ることや一緒に遊ぶことによって、信頼関係を築きやすくなる。さらに、挨拶や連絡など社会性を育てる教育的アプローチによって、担任や友だちとの関係づくりへと発展させていくことが可能となる。










　　　　

　　　　　　　　　　　　　連携

①母親に付き添われてくる

（母子分離不安）　　　　　　　　
②一人で歩いてこられるようになる

（図1）かかわりにおける養護教諭（保健室）の役割

※　母子分離不安について

　子どもにとって愛着の対象である家族（主として母親）との最初の分離経験は、保育園や幼稚園への通園であることが多いようである。その場合、初めは泣いて離れなかった子どもでも、次第に友だちを求めて集団に適応していくが、分離することへの恐怖心が強く、苦痛を伴い、身体症状などが持続的に現れ、いつまでも母親から離れることができない場合がある。
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図書室


（好きな本がある）





教室


（友だち・担任）





職員室


（全職員）





教室には入れないので担任が、保健室で教える





保健室


“居場所”あ

















相談室


（会議室）





遊び場所


（体育館・　運動場等）





友だちと一緒に外で遊ぶ





「安全基地」


養護教諭＝母親役





家（父・母、姉等）
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